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[Kurosaki and Mikami, 2003]など自然災害と、密接
に関係していることが考えられている[篠田・森永 , 
2005]。 











要な波動としてよく知られており [Enomoto et al., 















降水量に関しては、National Climatic Data Center 
(NCDC) 提供の日降水量データを用いた。北ユーラ
シアにおいて比較的欠損値の少ない観測点を均一







差に対して 10 日の low-pass filter をかけ、長周期偏
差場データを算出した。解析期間は両データがカバ




Iwao and Takahashi [2006] では格子データを用
いて 7 月降水量の経年変化 (1979-2004 年) に北東
アジア・シベリア間の振動モードがあることを示した。
この振動モードを長期間 (1961-2004 年) の定点観
測データでも確認するため、39 観測点の夏季（JJA）







































ドの時系列は 1990 年代中盤に大きく、2001，2002 年
には非常に小さい値を示している。これらの結果は








る 40N と 60N の南北風の長周期変動 v’(30-150E, 40 
60N, 200hPa, JJA 1961-2002) に対して EOF 解析を
行った。 
図 2 は得られた EOF 第 1 モードと第 2 モード















南北風 v’(30-150E, 40 60N, 200hPa)の、1961-2002
年夏季(JJA)における長周期変動に対して EOF 解析





VEOF1 と VEOF2 はどちらも両緯度帯に波列パター
ンを有しており、これら緯度帯を伝播するロスビー波
同士が関係を持っていることを意味している。VEOF1






いるのが分かる。さらに、VEOF2 は VEOF1 よりも 1/4
波長東にずれたパターンをしている。つまり、これら
二つのモードで東西の位相のずれを説明する。 
VEOF1 と VEOF2 から再構成された南北風の偏差
場に対して時空間スペクトル解析を行った結果(図省
略)、46 日周期の定在波と 18 日周期の東進波に強い
ピークが見られた。波長構造を含め、これらの特徴は
Terao [1998]と整合的な結果を示している。 







































座標は VPC1 の標準偏差で基準化している。 
 
夏季平均降水量に対して EOF 解析を行い得られた
時系列(図 1b)を基に、上位と下位の 7 年間で定義し
た。北東アジアで多雨であった年においては第 4 象










VPC1 と VPC2 が第 4 象限、もしくは第 2 と 3 象限間






























図 4: VMG における、300hPa ジオポテンシャルハイト
の偏差(20m 間隔等値線) と wave activity flux (ベク




36 と 33 のイベントが選択された。ここで合成された偏
差場を以後それぞれ VMG と VSB と呼ぶことにする。 
 図 4 には、VMG における 300hP のジオポテンシャ
ルハイトと wave activity flux [Takaya and Nakamura, 
2001] の分布を VPC の振幅が最大となる 8 日前から






































Iwao, K., and M. Takahashi (2006), Geophys. Res. 
Lett., 33, L16703, doi:10.1029/2006GL 027119. 
Iwasaki, H., T. Nii (2006), J. Clim., 19, 3394-3405.  
Enomoto, T., B.J. Hoskins, and M. Matsuda (2003), Q. 
J. R. Meteorol. Soc., 129, 157-178. 
Kurosaki, Y., and M. Mikami (2003), Geophys. Res. 
Lett., 30, 1736, doi:10.1029/2003 GL017261. 
森永, 篠田 (2003), 科学, 73, 573-577. 
Nakamura, H., and T. Fukamachi (2004), Q. J. R. 
Meteorol. Soc., 130, 1213-1233. 
Pelly, J.L., and B.J. Hoskins (2003), J. Atomos. Sci., 6, 
743-755.  
Sato, N., and M. Takahashi (2006), J. Clim., 19, 
1531-1544. 
篠田, 森永 (2005), 地理学評論., 78, 928-950. 
Takaya K., and H. Nakamura (2001), J. Atomos. Sci., 
58, 608-627. 
Terao (1998), J. Meteorol. Soc. Japan, 76, 419-436. 
Yatagai, A., and T. Yasunari (1995), J. Meteorol. Soc. 
Japan, 73, 909-923. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─ 46 ─
モンゴル植生変遷域ワークショップ，2007年1月，筑波大学
